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〇中根（康）委員 
民進党の中根康浩でございます。 
続きまして、道路法の改正案に関係して質問をさせていただきたいと思います

けれども、この改正案の中には、高速道路利便増進事業終了後も、高速道路の

有効活用や地域活性化を図る観点から、スマートインターの整備というものが

引き続き含まれているということでございます。 
例えば、愛知県を走る、愛知県だけではありませんが、太平洋沿岸を走る東名

高速道路、昭和四十一年からつくられたわけでありますので、もう五十年近く

なっているわけで、当時のインターの必要な箇所と、そして、沿線の開発が進

んで、今考えれば、さらにインターチェンジが必要な箇所というものがふえて

いるのは当然のことであります。 
こういった中において、整備費用あるいは維持費用が低廉で済むようなスマー

トインターの整備というものが各地で求められているところでございます。こ

のスマートインター整備に対する国の財政支援として、平成二十六年度予算に

おいても約 1.6億円が計上されております。 
まず、これまで全国で約七十カ所設置をされたということでありますが、この

スマートインターチェンジの効果はどのようなものであったか。あるいは、今

現在整備中のものはどれぐらいあるか、幾つあるか。また、スマートインター

整備に向けた手続はどのように今進められているかということ。 
あわせて、愛知県の岡崎市内では、今、現東名の方で一般道から直接乗り入れ

るタイプのもの、そして、来年の三月までに開通をする予定の新東名の方にお

きましても、岡崎市内にできるサービスエリアから出入りするものがそれぞれ

一カ所ずつ建設が期待をされて、地元の岡崎市においても、本年度、調査費が

約三千万円ほどだったと思いますけれども計上されて、さまざまな調査が進ん

でいくということでございますが、この岡崎市内の現東名、新東名、それぞれ

のスマートインターの設置に向けての検討状況がどのようになっているか、あ

わせてお尋ねをいたします。 
 



〇徳山政府参考人 
スマートインターチェンジにつきまして、総合的にお尋ねがございました。 
まず、現在の事業中箇所でございますが、平成二十五年度末時点で七十カ所開

通済みの上で、さらに、現在五十九カ所で事業中となっております。 
既存の高速道路の有効活用あるいは地域活性化という面で非常に期待の大きな

事業でございまして、効果についてもお尋ねがございましたけれども、例えば、

周辺の交通渋滞の緩和に寄与しておりましたり、高次の医療機関までのアクセ

ス時間が短くなったというお話、周辺に工場や商業施設の誘致に成功したとい

うような例、あるいはこれに伴って雇用が創出されたというような効果を各所

で伺っております。 
手続についてもお尋ねがございました。 
スマートインターチェンジの整備では、地元の地方公共団体の要望を踏まえな

がら、国、高速道路会社、地方公共団体が連携して協議会をつくりまして、イ

ンターチェンジの位置やアクセス道路、整備効果などについて検討して、計画

を具体化させていく、こういうやり方をいたしております。 
岡崎市内のスマートインターチェンジでございますけれども、現在、東名高速

そして新東名高速それぞれにおいて設置についての御要望があるということは，

よく承知しております。現在、地元にもたらされるさまざまな効果等について

岡崎市が検討されているところでございますけれども、具体化する中で、国と

してもこれに対して応援をしてまいりたいと思っております。 
なお、先生からも御指摘ございましたけれども、これまでスマートインターチ

ェンジの整備で活用してまいりました利便増進事業の財源がなくなりますため

に、これにかわる補助制度の創設を含む道路法等の一部を改正する法律案を今

国会に提出させていただいております。 
今後、御審議をいただくわけでございますけれども、お許しをいただければ、

この制度を活用して、引き続き、スマートインターチェンジの整備に取り組ん

でまいりたいと考えております。 
 
〇中根（康）委員 
岡崎市内からニカ所のスマートインターチェンジの設置要望があるということ

は御承知をいただいておるということで、大変心強く思います。 
地元のさまざまな協議が調えば、この 1.6億円、今年度でいえばということです



が、こういった予算を活用して、その設置、建設に向けて、国としても強力に

御支援をいただくというお約束をいただいたものと理解をさせていただきます。 
ちなみに、現東名の方の、新東名の方でもそうなんですけれども、岡崎市周辺

というのは、当然、トヨタのお膝元といいますか、自動車産業の盛んな地域で

もありますし、あるいは、愛知県というのは、意外にもというふうに受けとめ

られるかもしれませんが、農業も大変盛んな地域でありまして、そういったさ

まざまな面で、物流の円滑化というものは極めてニーズの高いといいますか、

求められているものでございます。人口もふえております。 
さらには、いずれこのニカ所のスマートインターチェンジがもしできればです

けれども、ここからアクセスが期待をされているものに、トヨタ自動車のテス

トコースというものがあります。今、愛知県の企業庁が造成をして、そこにト

ヨタが研究開発施設、テストコースをつくる。世界一の規模、内容のものにな

るということで、ここで開発された車が世界じゅうを走り回る、そしてまたこ

こにおいては四千人程度の雇用も創出をされるということが期待をされている

わけであります。 
いずれの面から見ても、インターチェンジの開設が望まれる適切な地域である

ということを、改めてぜひ御認識を賜りますように、よろしくお願いを申し上

げます。 


